
学校生活に困難さを抱える生徒への
とりくみから 

     北九州市立企救特別支援学校                     

    特別支援教育コーディネーター   居原 孝侍 

つばさ「行動障害がある発達障害児者への支援の実際」研修会 
                    （2015.12.13） 



今日、お話する内容 

１．はじめに 

２．本校の現状と課題 

３．事例 

４．支援を振り返って 



本校の現状と課題 
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主疾患の割合の推移(１９８９年～２０１５年） 
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損傷 

その他 

先天奇形および染色体異常 

尿路系疾患 

筋骨格系の疾患 

皮膚疾患 

消化器系の疾患 

呼吸器系の疾患 

循環器系の疾患 

神経系の疾患 

精神および行動 

内分泌疾患 

血液および免疫 

新生物 

感染症 



ＭＲは除いた「精神及び行動」の疾患延べ数(１９８９年～２０１５年） 
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詳細不明の心身症 

行動および情緒の障害（遺尿な

ど） 
チック障害 

社会的機能の障害（緘黙症など） 

分離不安障害 

行為および情緒の混合性障害 

行為障害 

多動性障害 

広汎性発達障害 

学習能力の発達障害 

会話、言語の発達障害 

心因反応 

睡眠障害 

摂食障害 

身体表現性障害（自律神経失

調症、起立性調節障害） 
解離性障害 

重度ストレスへの反応および適

応障害 
強迫神経症 

不安障害 

うつ病性障害 

統合失調症 

高次脳機能障害 



転入学時の知的レベル 
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過去２６年間の進路状況（中学部） 
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課 題 

  「病気」の種類の多様化 
     →心身症及び精神疾患の児童生徒の増加と対応 
     →集団不適応な児童生徒への対応 
 
    教育内容の多様化 
     →知的能力の幅の広さ 
     →感覚や集団への適応に課題をもつ児童生徒の増加 
 
    障害の重複化 
     →肢体不自由、知的、視覚障害、聴覚障害、情緒障害を併せもつ児童 
      生徒への対応 
 
  脆弱な家庭基盤 
     →障害の受容や虐待等 
     →福祉や医療、就労分野等の機関との連携の必要性 
 
  幅広い進路指導の必要性 
     →福祉就労から専門学校や大学等の進学まで 
 
   丁寧な移行支援の必要性 
               →不登校等による他校からの転入学生や過年度入学生の増加 
     →校内での情報の共有  
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事例 
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○就学前 
 
 
 
○情緒学級へ入学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○小5の12月に体験学習を経て、３学期から本校に転入 

転入時のＡ君のプロフィール 



○不安の強さ 
         
 
○こだわりの強さ 
    
 
○耐性の低さ 
    
    
     
 
○コミュニケーション能力の弱さ 
    
 
○集団（友だち）への期待感 
      

Ａ君の主な特性 



６年生の時のようす 

○担任教師との関係づくり 

  

   

○学習態勢作り 

   

     

  

○コミュニケーション能力の向上 

   

   

○集団学習（生活）の適応能力を伸ばす 

   

   



○学習面 

  

 

 

 

○生活面 

中学部１年生１学期の様子 



ソーシャルストーリーを作成 

学年やＣｏと原案を作成→母親やつばさの職員と検討→本人に提案 



 
 ・「課題後は、机上の学習（読書、描画、折り紙等）をすることは認 
  める」 
     
    
   
 ・「基本的に学校の物品は自由に消費しない」 
   
 ・「学習室で過ごす場合は、鍵をかけたり、カーテンを引かない」 
     
 
 
 ・「授業の始めと終わりの挨拶は、着席して行う」 
     
 ・「授業の始まり１５分は授業の話や課題（プリント等）に集中する」 
     
 
 
  

中学部１年生２学期よりソーシャルストーリーを実施 

学習面 

生活面 



中学部２年生の取り組み① 
○学習について 
 ・興味や関心のあるものを取り上げようとするが… 
       
 
 
 ・体験的な学習に誘うが… 
    
 
 
 ・別室で１対１の学習の試み 
    
 



中学部２年生の取り組み② 
○職場体験学習（１０月下旬の二日間） 
  
    

    



中学部２年生の取り組み③ 
○ものづくりへの興味や関心 
 →創作的な発想の豊かさ 
 →美術教師の所作をまねる 
  



中学部２年生の取り組み④ 
○ＳＢの利用について 
 

生活面では、挨拶を返したり、カッとなっても長引かなかった 
り、指示に従う場面や友達の輪に入って会話を楽しんでいる場面 
も見られるようになった 



支援を振り返って 

○本人との信頼関係づくり 

  →本人の伴走者 

○ボトムアップよりトップダウン 

  →持ってる力を生かして 

○保護者との連携 

  →定期的に、本人と母親、担任の三者で振り返りを行う 

○「待つ」ことの大切さ 

  →あきらめることではない 

○本校の再編統廃合のため、来年度の就学先が決まる 

  →卒業後の進路をどうするか 



ご静聴、ありがとうございました。 


